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参考資料２　事業ごとの考え方を示した事例
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４－３．施設整備の水準 

建物の水準を社会的要求水準程度まで向上させ、施設を長期間使用できるようにするため、

耐久性の向上や施設内の快適性・利便性を高めることを考慮して整備水準を決定する。大規模

改修は原状回復に加え一定の耐久性向上を図り、長寿命化改修は全面的な耐久性向上を図るも

のとする。

■表 4-1．長寿命化改修及び大規模改修の施設整備の基本的な水準

長寿命化改修 大規模改修 現状 

外壁仕上げ 
アンカーピン工法＋

ピンネット工法（併用）

アンカーピン工法＋

ピンネット工法（併用）
モルタル仕上げ

防水（屋上） 外断熱シート防水 既存補修 塗膜、シート防水

防水（バルコニー） 塗膜防水 塗膜防水 モルタル塗

断熱（屋上） 外断熱（断熱防水）
内断熱

（ウレタンフォーム吹付け）
断熱なし

断熱（外壁） 断熱性可とう形複層塗材
断熱なし

（可とう形複層塗材）
断熱なし（複層塗材）

床 断熱塩ビシート 断熱なし（塩ビシート） 断熱なし（コンクリート）

塗装 耐候性塗料 SOP塗替え SOP 

インフラの

更新

給配水管の全面更新

（埋設を含む）

給配水管の部分更新

（埋設部の一部を除く）

電気配線の全面更新 電気配線の全面更新

その他 

多目的トイレ設置 多目的トイレ設置 設置なし

エアコンの更新

（高効率タイプ）
エアコン（既存） エアコン

ステンレス手洗に取替 ステンレス手洗いに取替 コンクリート手洗い

屋内運動場 

（床更新時） 
鋼製束に取替 木製束（既存） 木製束

屋内運動場 

（屋根更新時）
金属屋根（カバー工法） 金属屋根（カバー工法） スレート屋根

学習環境 多様な学習の場（可動式間仕切り等）、スチールパーティション設置、可動式黒板の設置

生活環境 トイレの乾式化、洋式化、トイレブースの更新

省エネ 
LED照明設置、手洗いセンサー設置、トイレ照明人感センサー設置、外断熱化、節水型便器

へ交換、エアコンの高効率化、水道直圧化

バリアフリー 多目的トイレ設置、１Fスロープ設置、階段手摺設置
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矢吹町学校教育施設長寿命化計画

平成３０年３月 

矢吹町教育委員会
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矢吹町学校教育施設長寿命化計画 

- 75 -

■長寿命化改修モデル 改修メニュー

改修メニュー（改修レベル） （修繕レベル）

屋根・屋上
・全面防水改修

（断熱検討）
浮き部補修
クラック補修程度

外壁
・断熱改修（断熱材新設）
・防水型塗膜塗装
・躯体補修、補強

浮き部補修
クラック補修程度

外部開口部 ・サッシ交換(Low-eペア、ペアガラス)
シーリング打替え
開閉調整程度

その他外部
・外部劣化部の補修、美装化
・手すり等の更新

現状程度に修復補修

内部仕上げ
（教室等）

・内装の全面更新
（木質化、美装化）

現状程度に修復補修

トイレ
・全面更新、ドライ化
・洋式化

現状程度に修復補修

・教室配置、面積等の機能改善
・新学習対応　ICT
・多様な学習の場

・トイレドライ化
・木質化
・配線配管全面交換

・LED照明、節水型便器、省エネ機器の採用
・太陽光発電システム
・高断熱、高気密

・自家発電
・防犯監視
・マンホールトイレ検討

・スロープ、手すり、車いす対応駐車場
・多目的トイレ設置

学習環境

生活環境

省エネ化

バリアフリー

防災・防犯

部位

外
部
仕
上
げ

内
部
仕
上
げ

改修メニュー（機能向上）
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亘理町学校施設長寿命化計画 

平成 30年３月 

亘 理 町 
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５.基本的な方針等を踏まえた施設整備の水準

（１）改修等の整備水準 

今後、学校施設の改修等を行う際には、施設の長寿命化に向けて「安全面」、「機能面」、「環

境面」、「財政面」の４つの視点に基づき、施設の長寿命化に向けた改修を実施するものとしま

す。 

本町の学校施設は建設後 30 年以上を経過した施設が多く、建設当時は一般的な整備水準で

あった施設も、現代の教育制度で求められる ICT化や省エネルギー性、バリアフリー等の社会

的要求に対応できなくなってきています。また、校舎などの構造体においても経年変化により

施設の老朽化が進行しており、部材の落下や躯体強度の低下、設備配管等の劣化など、安全面

にも配慮が必要となっています。 

前章の「④ 修繕・改修周期の設定」で取りまとめたように、これまでの改築中心の考えか

ら計画的な維持管理に考えを改め、施設の長寿命化を図ることで、財政面での負担軽減を目指

すとともに、建設廃材の発生を抑制するなど、環境面にも配慮します。 

さらに、老朽化した設備を現代の技術水準で改修することでグレードアップを図り、現代の

社会的要求に対応できる施設整備を行います。 

図表 43：長寿命化において配慮すべき４つの視点 

項目 内容 

安全面 部材の経年劣化による外壁・窓などの落下や、鉄筋の腐食、コンクリートの劣化に

よる構造体としての強度の低下、ガス・水道・電気の設備配管等の劣化などの危

険が生じないよう、安全の確保に配慮する。 

機能面 教育内容・方法の多様化に伴い、少人数指導やＩＣＴを活用した教育に適応した設

備を目指すとともに、老朽化したトイレの改修による衛生面の改善や、障害者の利

用しやすいバリアフリー化への対応など、機能的な施設づくりに配慮する。 

環境面 壁や窓等の断熱化による冷暖房の効率化や、照明機器等の省エネルギー化によ

る使用電力量の抑制、二酸化炭素排出量の削減など、エコ改修の推進により環境

面に配慮する。 

財政面 改築中心の考え方から施設の長寿命化へと考え方を改めることで将来における施

設の更新費用負担を軽減させ、建築経費の縮減と財政負担の平準化に配慮す

る。 
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（３）整備レベルの見直し 

前章の「５.基本的な方針等を踏まえた施設整備の水準」で取りまとめたように、老朽化し

た施設・設備を現代の技術水準で改修することにより、現在の社会的要求に対応できる設備に

グレードアップを図り、図表 53の「現状の整備レベル」から、「長寿命化改修」を行うものと

します。 

図表 53：整備レベルの見直し（1/2） 

機

械

設

備

電

気

設

備

内

部

仕

上

げ

外

部

仕

上

げ

屋根・屋上

外　壁

外部開口部

その他外部

（庇･バルコニー）

教室・廊下

便　所

受変電設備

照明器具､等

給水衛生設備

空調設備

校　　舎

部　　位 改修メニュー （整備レベル）

アルミ･スチール

サッシ（ドア、引違）

サッシ交換

（複層ガラス）

アスファルト防水

（断熱（防湿層付））

複層仕上げ塗材・エポキシタイル

既存サッシを用いて複層ガラスに交換

（複層ガラス）

床 ： ビニル床シート（発砲複層）

壁 ： 汚れ防止壁紙（クロス）

天井 ： グラスウール天井板

水洗小便器・水洗洋風大便器

受変電設備交換

（容量ＵＰ）

ＩＣＴ教室用電源設備の増設

シート防水

リシン吹付け

床 ：フローリング

ブロック

壁 ：モルタル金ごて

天井：吸音石膏ボード

受変電設備

蛍光灯照明器具

受水槽方式

エアコン

外断熱保護防水

（断熱材50㎜）

（既存撤去）

既存のまま

手摺等の鉄部塗装

高 低

ＬＥＤ照明器具に交換

自然換気式交換

内装の全面

撤去・更新
内装の全面撤去・改修

既存のまま

既存のまま

給排水管交換

ガス管交換

消火設備

省エネ型

長寿命化改修

19.8万円／㎡

現状の整備レベル長寿命化改修

17.8万円／㎡
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図表 53：整備レベルの見直し（2/2） 

※1：外部開口部の窓サッシは、経年劣化による戸車の摩耗などとともに、震災時の地震動により歪んだため

交換するものとします。 

※2：政府において蛍光灯の省エネルギー性能に関する基準を厳格化する方針ことが閣議決定され、蛍光灯の

流通が実質的に終了を迎えるとともに、経産省では、2030 年までに、公共施設を含む全ての建築物にお

ける LEDなどの高性能照明の普及率 100%を達成するという目標が掲げられました。このことから照明設

備を LED照明器具に改修するものとします。 

※3：給食センター給食棟の整備レベルは「校舎」を参考とします。

機

械

設

備

電

気

内

部

仕

上

げ

屋根・屋上

照明器具

給排水設備

空調設備

ＲＣ部

鉄骨部
外
壁

外部開口部

外

部

仕

上

げ

その他外部

断熱

館内

屋内運動場

部　　位 改修メニュー （整備レベル）

セメント系ボード張替え

エアコン

アルミ屋根システム

（カバー工法）

外部塗装

（防水型複層塗材）

外部ボード塗装

（複層薄塗材）

内装の全面撤去・更新

ＬＥＤ照明器具に交換

カラー鉄板瓦棒

外装塗装

（複層薄塗材）

床補修

水洗小便器・水洗洋風大便器

蛍光灯照明

ステンレス鋼板

断熱無し外断熱

既存のまま

サッシ交換

（カバー工法）

（複層ガラス等）

既存サッシを用いて強化合わせガラスに交換

（複層ガラス等）

手摺等の鉄部塗装

既存のまま

既存のまま

既存のまま

給排水管交換

内装の全面撤去・更新

既存のまま

鉄骨塗装

高 低

現状の整備レベル長寿命化改修
省エネ型

長寿命化改修

13.9万円／㎡16.0万円／㎡
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